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　茨城県ではこれまでに少なくとも 883種のきのこ類
が記録されている（北沢ほか，2011）．しかし，茨城
県は気候学的に暖温帯から冷温帯への移行帯にあた
り，維管束植物の多様性に富んでいる（鈴木，1970）
ので，きのこ類についても既知種に加え，さらに多様
な種が生育していると推測される．そこで筆者らは，
茨城県に分布するきのこ類の多様性を明らかにするこ
とを目的とし，2013年より県内各地において継続的
な野外調査を行っている．
　2014年の調査において，筆者らは茨城県内の 3地
点で，ハラタケ目に属する 3個体の子実体を採集した．
これらについて形態的特徴を観察した結果，それぞれ
はアシボソクリタケ，ワタゲホコリタケおよびササア
カゲタケであると判定できた．これらはいずれも茨城
県では未報告であるので，茨城県新産種としてここに
報告する．
　野外で採集した子実体の写真撮影後，肉眼的特徴を
詳細に観察した．その後，食品用乾燥機（Snackmaster 

Express FD-60，Nesco/American Harvest，WI，USA）
を用いて子実体を 46℃で 36時間熱乾燥させ，乾

燥標本を作製した．乾燥標本に加えて，Kasuya et 

al.（2012），糟谷ほか（2013），名部ほか（2014）の
方法に従い，新鮮な子実体から剃刀の刃を用いてひだ
または基本体（グレバ）の一部を切り取り，100 mM 

Tris-HCl（pH 8.0）および 0.1 M亜硫酸ナトリウム
（Na2SO3）を添加した DMSOバッファー（Seutin et 

al.，1991）中に浸漬し，4℃で保存した．なお，乾燥
標本はミュージアムパーク茨城県自然博物館の標本庫
（INM）に保管した．
　子実体の肉眼的特徴は，新鮮な生の子実体に基づき
観察・記録された．光学顕微鏡観察には，子実体のひ
だまたは基本体の切片を作成し，それらを水および
3%（w/v）KOH水溶液を用いて観察した．担子胞子は
光学顕微鏡の 1,000倍の倍率下で無作為に抽出された
40個を用いてその大きさを測定した．

　Hypholoma marginatum J. Schröt., Krypt. Fl. Schlesien 

（Breslau）, 3: 571, 1889.

　和名 : アシボソクリタケ（Hongo，1965）
　かさ（図 1A）は半球形から中高の平らに開き，縁
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部に被膜の破片が残りフリル状となり，表面の粘性を
欠き，中央部は茶褐色で縁部に向かうにつれて淡褐色
あるいは帯淡黄色となる．柄（図 1A-B）は淡黄色～
茶褐色，強靭でつばを欠き，細長く伸び，基部に白色
綿毛状の菌糸塊を有する．ひだ（図 1B）は直生しや
や密，淡黄色～淡褐色から成熟すると濃紫褐色となる．
担子胞子は楕円形で発芽孔を有し，表面は平滑，厚壁，
8.5-11× 5-7μm．
　標本 : 茨城県北茨城市関本町小川，針葉樹腐朽木上
に群生，2014年 10月 12日，折原貴道採集，INM-2-

87220．
　標本の肉眼的および顕微鏡的特徴は，Hongo（1965），
今関ほか（2011）や池田（2013）らによるアシボソク
リタケの記載とよく一致した．本種はモエギタケ科に
属し，Hongo（1965）により京都府産標本に基づき日
本新産種として報告され，和名が与えられた．その後，
国内では青森県恐山（今関ほか，2011），群馬県みな
かみ町（群馬県立自然史博物館収蔵標本），埼玉県（埼
玉県環境部自然環境課，2012），山梨県富士山（Furukawa 

et al.，1983），石川県白山（池田，2013，2014），福井
県（国土交通省近畿地方整備局足羽川ダム工事事務所，
2013）および大阪府（堺市環境局環境保全部環境共生
課，2015）から報告されている．日本では，本種の既
知の発生環境はいずれも針葉樹林内の腐朽木上やその
周囲であり，東北地方から近畿地方にかけての比較的
標高の高い地域で採集されている．茨城県においても，
本種は北茨城市の栄蔵室周辺の山地で採集された．こ
のことから，本種は本州の低山帯から亜高山帯にかけ
ての針葉樹林を中心に分布していると考えられる．

　Lycoperdon mammiforme Pers., Syn. Meth. Fung., 1: 

146, 1801.

　和名 : ワタゲホコリタケ（Kasuya，2004）
　子実体（図 2）は洋梨形あるいは洋こま形で頭部と
無性基部からなり，表面は白色で成熟するにつれて黄
土色となり，はじめ白色からクリーム色の綿状の鱗片
に覆われ，成熟するにつれて鱗片は剥落するが，一部
の破片は円形となって主に頭部の表面に残存する．頭
部は類球形で頂端には乳頭状突起を有し，成熟すると
頂孔が開く．無性基部は海綿状，基部に向かうにつれ
て細くなり，基部には白色の根状菌糸束を有する．基
本体ははじめ白色で密，成熟するにつれて茶褐色の粉
状となる．担子胞子は球形，表面はいぼ状突起に覆わ
れ，直径 4-5μm．
　標本 : 茨城県久慈郡大子町上野宮，八溝山山頂直下
の落葉広葉樹林内地上に散生，2014年 9月 16日，糟
谷大河・大森茉耶採集，INM-2-87178．
　標本の肉眼的および顕微鏡的特徴は，Kasuya（2004）
や山本・山本（2007）によるワタゲホコリタケの記
載とよく一致した．本種はハラタケ科に属し，Kasuya

（2004）により千葉県産標本に基づき日本新産種とし
て報告され，和名が与えられた．その後，国内では北
海道，岩手県，長野県（いずれも国立科学博物館収蔵
標本）および高知県（山本・山本，2007）から採集さ
れている．日本における本種の既知の発生環境はいず
れも広葉樹林内の地上であり，北海道，中部地方から
四国に至る各地で採集されている．このことから，本

図 1．アシボソクリタケの子実体（INM-2-87220）の形態
的特徴．A: かさ表面と柄．B: ひだと柄．

Fig. 1.  Morphological characteristics of baisidiomata of 
Hypholoma marginatum （INM-2-87220）. A: Pileal surface 
and stipes. B: Lamellae and stipes.

図 2．ワタゲホコリタケの子実体（INM-2-87178）の形態
的特徴．

Fig. 2.  Morphological characteristics of baisidiomata of 
Lycoperdon mammiforme （INM-2-87178）.
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種は国内の低地から亜高山帯にかけての広葉樹林に広
く分布している可能性が示唆される．

　Tricholomopsis sasae Hongo, J. Jap. Bot., 35: 85, 1960.

　和名 : ササアカゲタケ（Hongo，1960）
　かさ（図 3A）は丸山形から皿状に開き，縁部は内
巻きとなり，表面は淡黄色～黄褐色で，赤褐色の細鱗
片がささくれ状に密生し，中央部は濃色となる．柄（図
3B）はかさと同色で中空，表面は繊維状で濃色の繊
維状鱗片が散在する．ひだ（図 3B）は湾生しやや密，
柄に近い部分は淡黄色～鮮黄色だが，縁部に向かうに
つれて白色となる．担子胞子は楕円形～卵形，表面は
平滑，5-7× 4-5μm．
　標本 : 茨城県土浦市東城寺，モウソウチク林内地上
に少数が束生あるいは群生，2014年 7月 17日，糟谷
大河・小林一樹採集，INM-2-87150．
　標本の肉眼的および顕微鏡的特徴は，Hongo（1960，

1978）や池田（2013）らによるササアカゲタケの記
載とよく一致した．本種はキシメジ科に属し，Hongo

（1960）により滋賀県産標本に基づき新種記載され，
和名が与えられた．その後，国内では東京都小笠原諸
島（Hongo，1978），神奈川県（越地ほか，2003），石
川県（八島・能勢，2010; 池田，2013，2014），福井
県（国土交通省近畿地方整備局足羽川ダム工事事務
所，2013），岐阜県（Minamikawa et al.，1972），愛知
県（Minamikawa et al.，1972）および大阪府（堺市環
境局環境保全部環境共生課，2015）から報告されてい
る．日本における本種の既知の発生環境はいずれも竹
林内の地上または腐朽したタケ類の切株上に限られて
いる．茨城県においても本種は土浦市のモウソウチク
林内で採集され，既知の発生環境と同一であった．ま
た，本種は小笠原諸島からも記録されており，日本で
は暖温帯以南の温暖な地域に広く分布している可能性
がある．

　本稿をまとめるにあたり，アシボソクリタケの標本
をご提供いただいた神奈川県立生命の星・地球博物館
の折原貴道博士，文献をご提供いただくとともに有益
なご助言をいただいた，ミュージアムパーク茨城県自
然博物館の鵜沢美穂子氏，宮本卓也氏および今村 敬
氏に厚く御礼申し上げる．
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図 3．ササアカゲタケの子実体（INM-2-87150）の形態的
特徴．A: かさ表面．B: ひだと柄．

Fig. 3.  Morphological characteristics of baisidiomata of 
Tricholomopsis sasae （INM-2-87150）. A: Pileal surface. B: 
Lamellae and stipes.
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